
　 ＤＲＶ８８３２使用

 DC モータ－コントロールキット
 ＶＲで速度調整,スイッチで正転・中立・逆転・ブレーキが出来ます。

■特徴■

★基板上のボリュームで速度調整が出来、ブレーキボタンでブレーキが出来ます。

★基板上の３段切り替えスイッチで、正転（前進）・中立（惰走）・逆転（後退）が出来ます。

★専用ＩＣのＤＲＶ８８３２を使用していますので、電源電圧が変化しても速度は一定です。

　また、電流制限、過電流保護、低電圧誤動作防止、過熱保護機能を内蔵しています。

★ＩＣやコンデンサなどの小さな部品は、すべて実装半田付け済みです。

■部品表■＊の部品は実装半田付け済みです。 ■仕様■

最大連続駆動電流：1A

動作電源電圧範囲：2.75V～6V

対応モータ

　ＤＣブラシモータ　最大電流 1A 以下

　最大動作電圧範囲　６Ｖ　　 

■取り付け穴寸法■

Ｕ１ ＩＣ ＤＲＶ８８３２ 1 ＊

C1 積層ｾﾗﾐｯｸｺﾝﾃﾞﾝｻ 10uF 1 ０ V 1 ＊

C2 積層ｾﾗﾐｯｸｺﾝﾃﾞﾝｻ ０．１ uF ５０Ｖ 1 ＊

C3 積層ｾﾗﾐｯｸｺﾝﾃﾞﾝｻ 1000pF ５０Ｖ 1 ＊

R1 抵抗 ０．２Ω　1/4Ｗ 1 ＊

R ２ 抵抗 １ KΩ　 1 ＊

R3,R4 抵抗 １ 0KΩ　 2 ＊

LED1 LED チップ赤ＬＥＤ 1 ＊

D1,D2 ダイオード 100V 200mA 2 ＊

SW1 トグルスイッチ 中点付1回路２接点 1

SW2 タクトスイッチ 赤タクトスイッチ 1

VR1 ツマミ付ＶＲ １０ＫΩＢ 1

VR2 半固定ＶＲ ４７ＫΩＢ 1

CN1,2 ターミナル ２ピン小 2

■回路図■
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■製作■

　取り付ける部品は、ターミナル（端子台）２個、

半固定ＶＲ、ツマミ付きＶＲ、タクトスイッチ、トグルス

イッチの６点です。

　ターミナル（端子台）２個は、あらかじめ連結させ

ておきます。　

　ターミナル（端子台）２個は、金属の見える面が

基板の外側になる様に取り付けます。

■接続例■

 

                                                         

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　過電圧が加わらない様に

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　まず最大電圧の設定（下記参照）を

■モーター最大電圧設定■　　　　　　　　　　　　　　　　　行ってからモーターを接続します。　　

　ＤＣモーターには、印加できる最大電圧があります。

　このキットでは、最大電圧セット用ＶＲ２で設定します。

①電源を接続します。　モータは、接続しません。

②出力電圧コントロールＶＲ１を時計方向いっぱいに

　回しておきます。

③テスター（電圧計）のテストリード（＋）をＶＳＥＴ端子に

　接触させテストリード（ー）をＧＮＤ端子に接触させます。

④正転・反転スイッチＳＷ１を正転（Ｆ）側に倒します。

⑤最大電圧セット用ＶＲ２で、モーターの最大電圧の１/４

  電圧（FA-130RA-2270でしたら３Ｖ  ÷  ４＝０．７５Ｖ  ）に

  なる様にＶＲ２を回します。

注意  　モーターの負荷によっては最大電圧では、  

このキットの最大電流１Ａを超える場合があります。

その場合最大電流１Ａが超えない様、電圧を下げてください。　　　　　　　　　　　　

（過電流保護回路がありますので、電流オーバーで壊れることはありません）   -2-



■ＶＲとスイッチの説明■

①ＶＲ１ 　モータ－電圧調整

　右（時計方向）に回すとモーター電圧が高くなり

 回転数が上ります。

　左（時計方向）に回すとモーター電圧が低くなり

 回転数が下ります。

②ＶＲ２　モーター最大電圧設定 

　 モーター最大電圧設定用です。回すと設定がずれ

 ますので通常操作時は触らない様にします。

　設定は■モーター最大電圧設定■をご覧ください。

③ＳＷ１　正転（Ｆ）・中立（Ｎ）・逆転（Ｂ）切り替え

　１、レバーを正転（Ｆ）に倒すと、正転します。

　　（正転は、基板端子ＣＮ１のＯＵＴ１が、＋です。）　

　２、レバーを中立（Ｎ）に倒すと惰走 し停止します。（中立はモーターに電圧がない状態です）

　３、レバーを逆転（Ｂ）に倒すと、逆転します。（逆転は、基板端子ＣＮ１のＯＵＴ２が、＋です。）

④ＳＷ２　ブレーキ　

　モーター両極をショートさせるブレーキです。ブレーキ（ＢＲＥＡＫ）ボタンを押すとブレーキになり、

　モータが停止します。手を離すとブレーキ解除になります。

★高速回転中にブレーキ（ＢＲＥＡＫ）ボタンを押すと保護機能が働き、ＦＡＵＬＴＬＥＤが点灯する場合

　があります。その場合はＳＷ１を一旦中立（Ｎ）にする必要があります。★

■保護機能とＦＡＵＬＴ　ＬＥＤ■

　ＤＲＶ８８３２は、電流制限機能、過電流保護、低電圧誤動作防止、過熱保護機能を内蔵してい

ます。これらの保護機能が働くとモーター出力が停止し、ＦＡＵＬＴ　ＬＥＤが点灯します。

●電流制限は、スタートアップ時、過負荷時、ブレーキや回転方向切り替え時などに基板のＲ１で

電流を検知します。復帰するには、ＳＷ１でモーターを中立（惰走）にすると解除されます。

●過電流保護は、短絡などの異常な状態で素子が破損する事を防止する為の機能です。

電流制限とは別のＩＣ内センサーで独立して機能します。 復帰するには、一旦電源をＯＦＦにします。

●低電圧誤動作防止は、電源電圧が約２．５Ｖ以下になると機能します。電圧が上がると復帰し、

モーターが再び回転します。　

■外部接続端子ＣＮ３■

　ＣＮ３は、ＤＲＶ８８３２に直接接続されている端子です。基板上のＶＲ、スイッチなどを使用しないで

外部のＶＲ、スイッチなどを使用する場合に使う端子です。

　外部にモータ－電圧調整ＶＲを付ける場合は、基板上のＶＲ１は、取り外す必要があります。

　基板上のＳＷ１（正転・中立・逆転切り替え）は、中立にしておけば、外部のスイッチと干渉しません。

また、ＳＷ２（ブレーキ）も押さなければ外部のスイッチと干渉しません。

　[P-00225]  トグルスイッチ２回路２接点中点ＯＦＦ付き　ＳＴ－１０６２

　[P-04581]  パネル取り付け用押しボタンスイッチ PS21B-2

　[I-00941]   汎用小信号高速スイッチング・ダイオード　１Ｎ４１４８　

　[P-00246]　小型ボリューム　１０ＫΩＢ

　[P-00247]　小型ボリューム　５０ＫΩＢ　　などが使用できます。　（平成２５年４月現在） -3-



■駆動できるモーター■

駆動できるモーターは、ＤＣブラシモーターです。

弊社販売中のモーターでは、

●小型タイプ　FA-130RA-2270　標準１．５Ｖ　最大３Ｖ 　→

●中型タイプ　RE-280RA-2865  標準３Ｖ　　最大４．５Ｖ

などが適しています。　（平成２５年４月現在）　

■参考部品資料 DRV8832■
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